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会員の活動報告
（昭和47年 1月~52年9月）
伊川徹
ドン・ジュアンの 2 つの言動にあらわれたモリエールの思想（「仏語•仏文学」第
6号，昭和47年5月）
伊藤誠宏
{L'Astree► における infinitifcomplement d'objet (「関西大学文学論集」第22
巻第3号，昭和48年2月）
17世紀フランス語の複合時における構成要素の位置について一助動詞と過去分詞
の分離をめぐって一ー（「関西大学文学論集」第23巻第 2• 3号，昭和49年2月）
D'UrfeのくLesEpistres morales► における補足節中の叙法使用について（「仏
語•仏文学」第 8 号，昭和50年12月）
新刊紹介，文学部教授佐伯哲夫著「語顔と文法」（「関西大学通信」第76号，関西大
学広報委員会，昭和52年9月）
近江康則
Etude de subjonctif fran~ais au XVIl0 siecle (「天理大学学報」第81輯，昭和
47年9月）
17世紀フランス語における過去分詞の一致について一ーSorel,Scarron を通して
-(「仏語•仏文学」第 7 号，昭和49年 5 月）
小方厚彦
16世紀フランスにおけるフランス語とフランス語観·—-Ramus の研究（関西大学
出版・広報部，昭和47年3月）
ヴォークラン• ド・ラ・フレネー：プラッタール：フランス語の優秀性について；
両国語の合致；ルメール・ド・ベルジュ（「フランス文学辞典」，白水社，昭和49年9
月）
Villers-Cotteretsの法令(1539)について一ー特に "langaigematernel fran~ois" 
の解釈をめぐって（「仏語•仏文学」第 8 号，昭和50年12月）
ヴァルトブルク「フランス語の進化と構造」 ~ 訳，白水社，昭和51年2月）
教養とは（「大学」，関西大学広報委員会，昭和48年4月）
一般教育の改善について（「関西大学通信」第43号，関西大学広報委員会，昭和49
年 1月）
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「部落解放論」および「特別講座」の設置について（「関西大学通信」第49号，昭和
49年9月）
追悼号刊行にあたって（「仏語•仏文学」第 8号，昭和50年12月）
新刊紹介，三木治先生著作集「フランス中世文学の研究」（「関大」第258号，関西
大学校友会，昭和52年9月）
小川雅也
Alceste 解釈について（「仏語•仏文学」第 7 号，昭和49年 5 月）
文学批評とは一Moliere解釈について一一（関西大学仏文学会口頭発表，昭和50
年9月）
Les Femmes Savantesの解釈について（「関西大学文学論集」第25巻，昭和50年
11月）
Moliereのく不透明なことば〉（「仏語・仏文学」第8号，昭和50年12月）
SganarelleとDomJuan (「関西大学文学論集」第26巻第 1号，昭和52年1月）
理念と現状分析（日本フランス語フランス文学会春季大会語学シンポジュウムロ頭
発表，昭和52年6月）
文学は何ができるかは同『，福村出版，昭和47年2月）
今様ドン・ファン，他（ラジオ関西放送「今晩はみなさん」，昭和47年12月16日～
12月30日； 「あしぶえ」 m.関西大学出版・広報部，昭和48年10月）
レナール夫人と生き方， 他（ラジオ関西放送「今晩はみなさん」，昭和49年3月1
日~3月30日；「あしぶえ」訊昭和49年10月）
現代ヨーロッパ文学の側面 0関西大学通信」第60号，関西大学広報委員会，昭和
50年11月）
知識人•その虚像と実像は鴻t, 創元社，昭和51年4月）
加藤美雄
Tristan Corbiereの詩集 LesAmours Jaunes, (1) (「人文研究」第23巻第7分冊．
大阪市立大学文学会，昭和47年3月）
モーリス・セーヴ小論ー~ふたたびプラトニスムをめぐって一ー（「人文研究」第
25巻第 1分冊，昭和48年10月）
Tristan Corbiereの詩集LesAmours Jaunes一ーその構成と表現ー一(2)(「人文
研究」第25巻第7分冊，昭和48年12月）
フランス語の擁護と顕揚，など13項目，（「フランス文学辞典」， 白水社， 昭和49年
9月）
Tristan Corbiereの詩集 LesAmours Jaunes—~その構成と表現ー一(3) (「関西
大学文学論集」第24巻第 3• 4号，昭和50年3月）
121 
フランス文学と女性たちーーバルザック，ポードレール，ボーヴォアールーー（吹
田市民大学教養講座講演，昭和50年9月）
鏡の比喩とフランス詩人一ーセーヴとマラルメー（「仏語• 仏文学」第8号，昭
和50年12月）
蛙の歌一~（「書窓」 20巻 3 号，橘書道会，昭和50年3 月）
とんぼとり；京都の小学校；パリ雑感；スコットランドの休日，以下8編．（ラジ
オ関西放送「今晩はみなさん」；「あしぶえ」 v.関西大学出版・広報部，昭和51年1
月）
言葉の効用（「大学」，関西大学広報委員会，昭和51年4月）
友情というもの（「会報」，関西大学教育後援会，昭和52年4月）
川神博弘
L'esprit de serieux の拒否（「仏語• 仏文学」第6号，昭和47年5月）
悪魔と神とサルトル（関西大学仏文学会口頭発表，昭和47年7月）
Sartreと眼差（日本フランス語フランス文学会春季大会口頭発表， 昭和48年5月；
「フランス語フランス文学研究」第23号， 日本フランス語フランス文学会，昭和48年
10月）
サルトルに於ける糞便論的記述（「仏語•仏文学」第 7 号，昭和49年 5 月）
佐野一男
アルラン；ェーメ（「フランス文学辞典」，白水社，昭和49年9月）
三木治先生のこと（「仏語・仏文学」第8号，昭和50年12月）
重本利一
ジャック・プレヴェールの詩ー~話しことばの味(「Bacchanale」 35号，関西大
学文芸部，昭和47年5月）
Gide的悪魔の変貌 (II)(「関西大学文学論集」第22巻第3号， 昭和48年2月）
アンドレ・ジイドと「他人」ーー近代的自我の一形態（「政界往来」政界往来社．
昭和49年2月号）
少年とともに80年—ジイド文学の底流をなすもの(「Bacchanale」 39号，昭和49
年6月）
自然神への賛歌—-A.Gide の二つの nourritures (「仏語•仏文学」第 8 号，昭和
50年12月）
アンドレ・ジイドと一粒の麦ーー自伝的回想録に描かれたジイドの幼少年期（「政
界往来」，昭和51年2月号）
学生の頃（「大学」関西大学広報委員会，昭和48年4月）
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桜一学園ところどころ(1)(「関西大学通信」 46号，関西大学広報委員会，昭和49
年4月）（前原昌仁氏と共述）
友の像ー一学園ところどころ(2)(「関西大学通信」 47号．昭和49年5月）
地獄坂一~学園ところどころ(3) (「関西大学通信」 48号，昭和49年6月）
パリと若者（「政界往来」，昭和49年7月号）
「300年後 1億円」の碑ー一学園ところどころ(4)(「関西大学通信」 49号，昭和49年
9月）
天六学舎元正門ー一学園ところどころ(5)(「関西大学通信」 50号，昭和49年10月）
旧予科学舎—学園ところどころ(6) (「関西大学通信」 51号，昭和49年11月）
晩秋のウジダ（「政界往来」，昭和49年12月号）
以文館ー一学園ところどころ(7)(「関西大学通信」 53号，昭和50年2月）
モロッコの夜行バス（「政界往来」．昭和50年4月号）
尚志館ー一学園ところどころ(8)(「関西大学通信」 55号，昭和50年4月）
外苑の今昔—学園ところどころ(9) (「関西大学通信」 56号，昭和50年5月）
和の像一~（「関西大学通信」 57号，昭和50年 6 月）
三木治先生を偲ぶ（「関西大学通信」 59号，昭和50年10月）
家酒谷金（「政界往来」，昭和51年5月号）
日本人と外国語（「政界往来」，昭和51年9月号）
三木治（上）（中）（下）一一関大を彩る人々 (30)(31)(32)(「関大」 248号，249号，250号，関西
大学校友会，昭和51年10月， 11月，昭和52年1月）
戦後の混乱期ーー特集・私の入試のころ（「関西大学通信」 71号，昭和52年2月）
田中良
くAla Recherche du Temps perdu► における土地 (pays)について（関西大学
仏文学会口頭発表．昭和51年11月）
野浪嗣生
Maupassant と宿命—研究ノートー一（「仏語• 仏文学」第 6号．昭和47年5月）
Maupassant の初期の短編小説（「仏語•仏文学」第 7 号，昭和49年 5 月）
1882年に発表されたモーバッサンの短編小説（日本フランス語フランス文学会秋季
大会口頭発表．昭和50年10月：発表要旨， 「フランス語・フランス文学研究」第29号，
日本フランス語フランス文学会．昭和51年10月）
平田重和
Albert CamusのAdaptationsについて，そのH<「関西大学文学論集」第22巻第
3号，昭和48年2月）
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「不条理」の自由ー一生への試論〔AlbertCamusの場合〕（「仏語・仏文学」第8号，
昭和50年12月）
Albert CamusのAdaptationsについて，その(::)(「関西大学文学論集」第26巻第
4号，昭和52年3月）
藤沢寿美
ノシュールとマルチネの立場（「千里山文学論集」第17号，関西大学大学院文学研
究科院生協議会，昭和52年4月）
本田忠雄
Marie de FRANCEの短詩における語順の問題（日本フランス語フランス文学会
秋季大会口頭発表，昭和47年10月；「フランス語学研究」第7号，日本フランス語学
研究会，昭和48年5月）
Marie de FRANCEの短詩における否定表現について（関西大学仏文学会口頭発
表，昭和48年12月；「関西大学文学論集」第23巻第 2• 3号，昭和49年2月）
Erec et Enide における否定表現について（「仏語•仏文学」第 8 号，昭和50年12
月）
前原昌仁
Julien Greenの {AdrienneMesurat► について（関西大学東西学術研究所研究
例会口頭発表，昭和47年11月；「東西学術研究所紀要」第6号．昭和48年3月）
Julien Greenの AdrienneMesuratについて一ーその構成一ー（「東西学術研究
所々報」第21号，昭和48年 3月）
Julien Greenについて（関西大学東西学術研究所研究例会口頭発表， 昭和50年9
月）
F. Mauriac : Le Dernier Chapitre du Baiser au Lepreux. (「東西学術研究所
々報」第26号，昭和51年8月）
「キュウコウ」（「仏語•仏文学」第 8 号，昭和50年12月）
円尾健
J.P. ヴィネ， J.ダルベルネ共著「英仏比較文体論」（「関西大学文学論集」第21巻
4号，昭和47年 3月）
「比較文体論」紹介にあたって一一日本のヨーロッパ研究ーー（「仏語・仏文学」第
7号．昭和49年5月）
「比較文体論」紹介にあたって（続）一日本の外国語~ 第8号．
昭和50年12月）
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知識人と現実ー一その自己欺馳ー一（「知識人•その虚像と実像」，創元社，昭和51
年4月）
ドイツの印象（関西大学仏文学会講演，昭和51年11月）
丸瀬康裕
ボードレール「小散文詩」―生の不毛な円現と詩（「千里山文学論集」第13号，
関西大学大学院文学研究科院生協議会，昭和50年4月）
ボー ドレー ル， voyeurあるいは voyant?(関西大学仏文学会口頭発表．．昭和50年
9月）
ポードレールと群衆（日本フランス語フランス文学会関西支部会口頭発表，昭和50
年1月）
森孝子
{Jean-Christophe► の中の三人物（「仏語• 仏文学」第6号，昭和47年5月）
ロマン・ロランとシェイクスピア—芸術論集「道づれたち」から（ロマン・ロラ
ン研究所主催ロマン・ロランセミナーロ頭発表，昭和49年6月）
ロマン・ロラン「ベートーヴェン」一響~ ンド・ソナク op.106► について（日
本フランス語フランス文学会関西支部会口頭発表，昭和49年11月）
山村嘉己
P. エマニュエル「ポードレール」（訳書，ョルダン社，昭和48年11月）
ランボーとパリ・コンミューンー1871年のランポー（その一）（「関西大学文学論
集」第23巻第 2• 3号，昭和49年2月）
ポードレールと女性（「関西大学90周年記念論集」，昭和50年11月）
ランボーのくVoyelles► をめぐって一ー1871年のランポー（その二）（「仏語•仏文
学」第8号，昭和50年12月）
ランポーのく酔いどれ船〉ー1871年のランボー（その三）（「関西大学文学論集」
第26巻第4号，昭和52年3月）
詩の翻訳について（ランポー研究余滴） I~Vlll (「書評」 39号~46号，関西大学生
活協同組合，昭和50年1月～昭和52年5月）
ボードレールの位置；ボードレールの生涯；ポードレールの近代性；ポードレール
の詩の魅力（ラジオ関西放送「人間学講座」，昭和49年5月）
フランス文学における「人間」の問題（高槻市老人大学講演，昭和51年3月）
ヴェルレーヌの「落葉」をめぐって（ラジオ関西放送「今晩はみなさん」；「あしぶ
ぇ」 III• 関西大学出版・広報部，昭和48年10月）
文学は何ができるか（共著，福村出版，昭和47年2月）
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H. ジェルポォ「ルーサー・キング」（訳書，福村出版，昭和49年7月）
P. トウルニエ「老いの意味」（訳書，ョルダン社，昭和50年6月）
知識人•その虚像と実像（共著，大阪創元社，昭和51年 4 月）
P. トウルニエ「人間・仮面と真実」（共訳，ョルダン社，昭和52年5月）
「第三帝国のドイツ文学」の語るもの（「書評」 26号，昭和48年4月）
現代文学を告発する新しい文学のあり方一ーロラン・バルト．「神話作用」ーー（「書
評」 35号，昭和49年5月）
ことばについて，他（ラジオ関西放送「今晩はみなさん」；「あしぷえ」 IV,昭和49
年10月）
一般教育における問題点（「関西大学一般教育研究センクー報」創刊号，昭和52年
3月）
総合コースの今後の課題（共同執筆．「関西大学一般教育研究センクー報」創刊号．
昭和52年3月）
米谷畿洋
小説における人称の問題（「研究紀要」第3巻第3号，近畿大学教養部， 昭和47年
3月）
{Passage de Milan► に関する一試論幽~その 1 一（日本フランス語フランス文
学会秋季大会口頭発表，昭和47年10月；「研究紀要」第4巻第2号，昭和47年12月）
{La Jalousie► について（その意味と構造）（「研究紀要」第5巻第2号，昭和48年
12月）
{Le Voyeur► について（日本フランス語フランス文学会秋季大会口頭発表，昭和
49年10月；「研究紀要」第6巻第2号，昭和49年12月）
{L'Emploi du Temps}における時間構造に関する一試論（「研究紀要」第7巻特
集号，昭和51年 1月）
三木先生の思い出（「仏語・仏文学」第8号，昭和50年12月）
修士論文題目
昭和48年3月
古賀義久 バルザックについて~ からく絶対の探究〉ヘー一
浅野忠孝 モリエールの作品における ONの使用とその効果について
昭和50年3月
荒井一雄 ボードレールの生活ーー「悪の華」誕生まで一一
昭和51年3月
田中 良 "A la Recherche du Temps Perdu"における連続と不連続ーーあ
126 
るいは統一への志向一一
丸瀬康裕
昭和52年3月
辻野知恵子
Le Spleen de Parisの現代性
現代フランス語における語頗ーー特に主語の倒置と副詞の位置につ
いての一考察ーー
藤沢寿美
昭和52年9月
田中寛一
現代フランス語の音韻論的研究—特に母音を中心として―
(la bizarre machinerie)-ー MichelFoucaultのL'Archeologiedu 
Savoirについて一一
後記
佐野一男先生が，今年度をもって，定年のために退任されることとなりま
した。先生は，専任教授にご就任になりましたのは，昭和46年でありますが，
非常勤講師として本学にお見えになりましたのは，古く昭和24年に仏文学科
が開設されて以来のことであります。したがいまして，長年にわたり仏文学
科の充実と発展のためにお尽くしくださった先生のご功績は，じつに大きな
ものであります。そこでこのたび， 「記念号」を刊行し，先生のご多幸とご
健康を心からお祈り申し上げたいと存じました。
なお本号には，学会その他における会員の活動状況を掲載することにいた
しました。今回は，とりあえず過去5年間のものをできるだけまとめました
が，今後もこの企画をつづけていきたいと考えております。皆さまのご理解
とご協力をお願いする次第であります。
（重本）
関西大学仏文学会々則
1. 本会は関西大学仏文学会と称し、事務所を関西大学文学部仏文学
科合同研究室に置く。
2. 本会はフランス語・フランス文学に関する研究および発表と、こ
れに関連する事業を行なうことを目的とする。
3. 本会は次の事業を行なう。
1. 機関誌「仏語仏文学」およびその他の出版物の刊行
2. 研究会・講演会の開催
3. その他本会の目的にかなう事業
4. 本会はその目的に賛同する次の会員をもって構成する。
1. 関西大学文学部仏文学科専任教員
2. 関西大学大学院文学研究科仏文学専攻学生、およびその卒業生
3. 関西大学文学部仏文学科学生、およびその卒業生
5. 本会の目的を達成するため会費を納入する。
6. 本会に次の役員を置く。その任期は 1年とし、重任を妨げない。
1. 会長 1 名
2. 委員 若千名
a. 企画委員
b ． 編集委員
! C. 庶務•会計委員
｀ 会長と委員によって委員会を構成し本会の実務の運用に当り会長
｛ はこれを統括する。
i 7. 会員は機関誌「仏語仏文学」等の配布をうけ、その他本会のお
｝ こなう事業に参加することができる。
8. 本会の重要事項は総会の議決による。
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